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１．はじめに 

 従来，小断面路線下横断構造物（人道、水路等）の構築には，本体構造物構築前に予め大掛かりな路線防

護工を必要とする工法などが多く採用されていたが，施工期間短縮，工事費縮減，支障物対応を容易にする

ことを目的として，ワイヤーソーを地盤切削に利用し，経済的に小断面路線下横断構造物を構築する工法の

開発を行っている． 
これまでに，礫質土地盤においてワイヤーソーにより水平方向に地盤切削を行い，生成された薄溝に

t=9mm 厚の鋼板を挿入した実績を報告している 1)2)．

今回，路線防護工として実用的な t=22mm 厚の鋼板

挿入試験を礫質土地盤において実施したので，その

結果を報告する． 
 
２．工法概要 

 工法概要を図‐1 に示す．まず，水平ボーリング

によりガイドパイプを地盤内に設置する．次に，ガ

イドパイプ内を通じたダイヤモンドワイヤーを回転

させながら到達側より地盤内に引き込むことにより

地盤を切削，切削により生成した薄溝に鋼板を挿入

する．地盤内に挿入設置した鋼板を土留板として，

移動式支保工を兼ねた掘削用刃口を用いて鋼板内部

を掘削し，刃口後部で鋼製支保工を建込む．掘削・

支保工建込み完了後，支保工を巻き込んで躯体コン

クリートを打設し，構造物が完成する．  
 

３．地盤切削・鋼板挿入機構 

 図‐2 のように，ガイドパイプ内に設置したガイドレー

ル（H-100）上を走行する台車に取り付けられたプーリー

（ガイドプーリー）に巻かれた切削ワイヤーを到達側に設

置した駆動部により回転させながら，駆動部の移動により

ガイドプーリーを進行させ，地盤切削を行う仕組みとなっ

ている．写真‐1 のようにφ＝11mm ダイヤモンドワイヤ

ーを2段に巻きつけることにより切削厚22mmを確保して

いる．また，ガイドプーリーとは別の台車上に取り付けら

れた鋼板を PC 鋼棒を介して到達側に設置したジャッキに

よりけん引することにより，地盤内に鋼板を挿入する．  
ガイドプーリーと鋼板を独立させることにより，切削ワ

イヤーと鋼板先端部の離隔を可変とすることが可能となり， 
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図‐1 工法概要図 
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図‐2 地盤切削鋼板挿入機構詳細図 
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これまで問題となっていた切削ワイヤーの遅れ量 1)の設定が不要となっ

た． 
 
４．地盤切削・鋼板挿入実証試験 

 上述した地盤切削・鋼板挿入機構の実用性を検証するために，延長

6.0m の模擬地盤（N＝5 程度，φ＝80～350mm の礫 20％混入，上床鋼

板の土被り 700mm）において上床，下床，鉛直鋼板（幅 W＝2.0ｍ，厚

さ t＝22mm）を切削・挿入し，閉合（各辺鋼板 1 枚ずつ□2.0×2.0m）

させる試験を実施した．計測項目は，地表面変状（水平変

位，鉛直変位），けん引力，けん引速度，駆動プーリー軸ト

ルク，ワイヤー走行速度等である． 
上床鋼板挿入時の地表面水平変位測定位置と測定結果を

図‐3 に示す． 
測定箇所によるばらつきは見られたが，けん引方向に

3mm 程度の変位が生じた．また，上床鋼板挿入時の鉛直

変位については，約 3～4mm の隆起という結果となった．

なお，鉛直・下床鋼板挿入時には，水平・鉛直とも地表面

変位はほとんど認められなかった． 
下床鋼板と鉛直鋼板（発進側から見て右側）挿入時のけ

ん引速度・けん引力測定結果をそれぞれ図‐4，5 に示す．       
下床鋼板計測結果より，けん引速度を一定に保つと，鋼

板と地山との摩擦面積に比例して（鋼板の挿入進度に応じ

て）けん引力が上昇しているのが分かる．また，鋼板到達

直前に着目すると，けん引速度を大幅に上昇させることに

より，鋼板と地山との摩擦が静摩擦から動摩擦へ移行し，

けん引力が減少したと考えられる． 
鉛直鋼板挿入時は，下床鋼板挿入時より大幅にけん引力

が上昇している．これは，今回鉛直鋼板は上床・下床挿入

後に上床・下床鋼板と継手により噛み合わせる形式で挿入

したため，その噛み合わせ抵抗が大きく現れたものと考え

られる． 
 
５．まとめ 

・今回採用した地盤切削・鋼板挿入機構を用いて，水平，鉛直鋼板（w＝2.0ｍ，t＝22mm）とも 10～15mm/min
程度の速度で礫混じり地盤内に挿入すること，および挿入した鋼板を矩形に閉合することが可能である． 
・鋼板挿入時の地表面変位について，上床鋼板挿入時においても路面上の走行等に影響を与えるほどの変位

は生じないものと考えられる． 
・けん引力抑制の観点から，継手の有無を含め，けん引抵抗の少ない施工方法を検討する必要がある． 
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写真‐1 ｶﾞｲﾄﾞﾌﾟｰﾘｰと切削ﾜｲﾔｰ 
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図-3 地表面水平変位(上床鋼板挿入時)
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図-4 けん引速度･けん引力(下床鋼板挿入時)
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図-5 けん引速度･けん引力(鉛直(右)鋼板挿入時)
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